
災
害
に
強
い
分
散
型

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
災
害
に
強
い
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て

い
る
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
工
業
用
や
都
市
ガ
ス
の

増
熱
用
と
い
っ
た
用
途
で
今
後
も
安
定
し
た
需
要
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
経

済
産
業
相
の
諮
問
機
関
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
石
油
分
科
会
市
場
動
向

調
査
委
員
会
の
需
要
予
測
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
度
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
需
要

電
力
用
を

除
く

は

年
度
実
績
比
で
４
・
９
％
増
の
１
５
９
５
万

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

年
率
で
は
平
均
１
・
０
％
の
成
長
と
な
る
。

都
市
部
で
積
極
的
採
用

２
０
２
０
年
に
１
４
０
万
台
へ
コ
ス
ト
低
減
・
小
型
化
が
カ
ギ

防
災
マ
ン
シ
ョ
ン
に
導
入
緊
急
時
に
は
発
電
も

需要拡大ＬＰＧ

▲▼エネルギー新時代

　　 ２０１３年 平成２５年 ６月２７日 木曜日 【広告特集】 （ ）

岩
谷
産
業
は
ス
タ
ー
ツ
Ｃ
Ａ

Ｍ
の
防
災
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

に
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
燃
料
の
非
常
用

発
電
機
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
タ
ン
ク
を

導
入

東
京
ガ
ス
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

に
展
示
さ
れ
て
い
る
最
新
型

の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

　
コ
ラ
ボ
で
は
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
の
普
及
シ
ナ
リ
オ
を
２
０

１
２
年
度
末
の
累
計
約
４
万

台
か
ら
２
０
２
０
年
に
は
１

４
０
万
台
、
２
０
３
０
年
に

は
２
５
０
万
―
５
３
０
万
台

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

不
動
産
・
住
宅
業
界
が
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
を
積
極
的
に
自
社

物
件
に
採
用
し
よ
う
と
い
う

機
運
が
不
可
欠
。
特
に
数
量

を
稼
ぎ
、
量
産
効
果
を
効
か

せ
る
た
め
に
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
集
合
住
宅
用
の
小
型

商
品
の
開
発
が
カ
ギ
と
な

る
。

　
加
え
て
、

年
度
に
は
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
に
対
す
る
国
の

補
助
金
制
度
が
終
わ
り
、
自

立
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ

に
は
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
欠
か
せ
な
い
。
現
在
、
１

台
当
た
り
２
０
０
万
円
程
度

の
価
格
に

万
円
の
補
助
金

が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
ユ
ー
ザ
ー
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
る
と
、
補
助
金
な
し
で

万
―

万
円
く
ら
い
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
」

日
本
ガ
ス
協
会

の
岸
野
寛
業
務
部
長
兼
地
方

室
長

と
言
う
よ
う
に
、
そ

の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高

い
。
ま
ず
は
ガ
ス
、
電
池
メ

ー
カ
ー
、
住
宅
の
３
者
が
知

恵
を
出
し
合
い
、
目
標
と
す

る
価
格
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
目
下
、
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
る
。

　
６
月
に
日
本
ガ
ス
協
会
の

新
会
長
に
就
任
し
た
尾
崎
裕

大
阪
ガ
ス
社
長
も
、
開
口
一

番
、
「
都
市
ガ
ス
業
界
が
一

丸
と
な
っ
て
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
普
及
に
取
り
組
む
」
と
発

言
。
解
決
す
る
べ
き
課
題
と

し
て
、
コ
ス
ト
低
減
と
小
型

化
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、

「
耐
久
性
や
信
頼
性
を
も
っ

と
上
げ
て
い
っ
て
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
リ
ー
に
す
る
こ
と

も
重
要
な
課
題
だ
。
そ
う
な

れ
ば
コ
ス
ト
も
下
が
る
」
と

商
品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

コ
ラ
ボ
や
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ
る
企
業
間

連
携
か
ら
、
そ
う
し
た
壁
を

突
破
す
る
何
か
を
生
み
出
せ

る
か
、
関
係
者
に
よ
る
不
断

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
最
も
伸
び
が
大
き
い
の
が

都
市
ガ
ス
用
。
年
率
で
平
均

５
・
６
％
の
高
い
成
長
を
見

込
む
。
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ

Ｎ
Ｇ

を
主
原
料
と
す
る
都

市
ガ
ス
は
熱
量
が
低
い
た

め
、
よ
り
熱
量
の
高
い
Ｌ
Ｐ

Ｇ
を
混
ぜ
て
熱
量
を
調
整
し

て
い
る
。
現
在
、
米
国
で
増

産
が
続
く
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は

天
然
ガ
ス
の
中
で
も
特
に
熱

量
が
低
い
軽
質
ガ
ス
。
日
本

は
国
を
挙
げ
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸

入
価
格
を
引
き
下
げ
よ
う
と

調
達
先
の
多
様
化
を
図
っ
て

い
る
が
、
米
国
の
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
を
は
じ
め
、
今
後
、
輸

入
が
増
え
て
く
る
「
非
在
来

型
」
の
ガ
ス
は
い
ず
れ
も
軽

質
だ
。

　
石
油
分
科
会
市
場
動
向
調

査
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

た
橘
川
武
郎
一
橋
大
大
学
院

教
授
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
需
要
予

測
に
つ
い
て
「
か
な
り
保
守

的
な
数
字
だ
。
都
市
ガ
ス
の

軽
質
化
は
ま
だ
ま
だ
進
む
」

と
評
価
。
さ
ら
な
る
需
要
増

が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
ほ
か
の

石
油
系
燃
料
に
比
べ
、
燃
焼

時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

少
な
く
、
窒
素
酸
化
物
や
硫

黄
酸
化
物
も
ほ
と
ん
ど
排
出

し
な
い
。
環
境
政
策
の
推
進

に
よ
り
、
工
場
な
ど
で
石
油

系
か
ら
の
燃
料
転
換
が
進
む

と
見
ら
れ
、
工
業
用
の
需
要

も
年
率
で
平
均
１
・
８
％
の

成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

　
一
方
、
災
害
に
強
い
特
徴

を
生
か
し
、
都
市
ガ
ス
供
給

エ
リ
ア
の
東
京
圏
で
も
積
極

的
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
使
お
う
と
い

う
動
き
が
出
て
き
た
。
岩
谷

産
業
と
ス
タ
ー
ツ
Ｃ
Ａ
Ｍ

東
京
中
央
区

が
共
同
で

防
災
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
に
着
手
。
揺
れ
に
強
い
免

震
構
造
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
熱
源
に
は
通
常
時
か
ら

Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
使
用
。
緊
急
時
に

は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
燃
料
と
す
る
非

常
用
発
電
機
を
動
か
し
、
停

電
に
も
備
え
る
と
い
う
も
の

だ
。

　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
通
常
時
で
も
大

型
タ
ン
ク
に
常
に
一
定
量
を

残
し
て
お
き
、
大
災
害
時
は

ガ
ス
を
発
電
に
回
し
た
と
し

て
も
、
５
日
分
は
ガ
ス
を
使

え
る
よ
う
に
す
る
。
つ
ま

り
、
外
部
か
ら
遮
断
さ
れ
た

と
し
て
も
給
湯
や
煮
炊
き
、

暖
房
な
ど
は
最
低
５
日
間
は

使
用
で
き
る
。
岩
谷
産
業
で

は
「
災
害
に
強
い
Ｌ
Ｐ
Ｇ
だ

が
、
災
害
時
だ
け
頼
ろ
う
と

い
う
の
で
は
難
し
い
。
常
時

使
用
で
な
い
と
、
い
わ
ゆ
る

ガ
ス
の
軒
下
在
庫
が
な
い

た
め
、
頼
り
に
な
ら
な
い
」

岩
谷
直
樹
取
締
役

と
し

て
、
常
時
使
用
の
必
要
性
を

説
く
。

　
ま
ず
は
東
京
都
江
戸
川
区

に
１
棟
目
を
建
設
し
、
来
年

３
月
末
に
完
成
す
る
予
定
。

２
棟
目
は
横
浜
市
西
区
で
来

年
６
月
末
の
完
成
を
目
指

す
。
３
棟
目
以
降
も
都
市
ガ

ス
供
給
エ
リ
ア
を
中
心
に
展

開
し
て
い
く
計
画
だ
。


